新たな中緬関係 -- そのチャレンジと展望 (特集 ミャンマー改革の3年 -- テインセイン政権の中間評価(1)) by 畢 世鴻
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び西側諸国とミャンマーの関係改善によって、中緬関係にもたらされたチャレンジは客観的 存在する。しかし、中緬両 の間にある地政的要素が消滅したわけではない。いわんや、過去数十年の間に築かれた両国の全方位的な協力関係は安易に決裂さ るものではない。将来における中緬両国は 政治、経済、社会などの諸分野における協力関 をますます拡大深化させて くに違い い。ミャンマーの指導者は、諸大国の間にあってバランス外交を展開して、最大の利益を追求することがミャンマーの国益に合致することを認識
し
て
い
る。
国
際
政
治
に
は、
「
永
遠の友も永遠 敵もおらず、あのは永遠の利益だ」という言葉で表現されるが、もうひとつの「永遠の隣国がある」を付け加えるべ
きであろう。隣国同士は引越しできないのである。　
将来において、中緬両国の全面
的戦略的協力パートナーシップを構
築
す
る
た
め
に
は、
中
国
は、
「
与
隣
為
善、
以
隣
為
伴
」（
隣
国
と
仲
良
くし、隣国をパートナーとする）と
い
う
周
辺
外
交
方
針
を
堅
持
し、
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
お
け
る「
睦
隣・
安
隣・
富
隣
」（
隣
国
と
和
し、
隣
国
を
安んじ、隣国を豊かにする）というプラスのイメージを浸透させ、ミャンマーに対するパブリック・デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー、
民
間
外
交、
人
的・文化的交流の強化をはかり、ミャンマーとの関係の長期的発展に向けた社会的基礎、民意 基礎を
固
め
て、
こ
れ
を
も
っ
て
ミ
ャ
ン
マー国民からの理解を得られるように最大な努力を払うこ になるであろう。（ひ
つ
　
せ
こ
う
／
雲
南
大
学・
東
南
ア
ジ
ア
研
究
所・
Ｇ
Ｍ
Ｓ
研
究
セ
ン
タ
ー・
ミャンマー研究センター）
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